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ケ ニ ア北 部 のInselberg

池 田 碩*

TheInselbergTopographyofNorthernKenya

HiroshiIKEDA

1.は じめ に

Inserbergは 、地盤の安定 した乾燥地域 に良く発達する島山状の侵食地形であって、その周

囲を取 りまくPedimentと ともに広 く知 られている1)。島山状地の斜面の後退は、水(河)

蝕ではな くPediment化 作用にもとつ く平行的後退で特徴づけ られ、その後に形成され る平

坦面はPediplainと 称 される。

ところで、筆者はアフリカ東部内陸ケニアの乾燥地域で先カソブリア系の基盤岩を切 る侵食

面とInselbergの 発達する地域の地形 ・地質について調査する機会を得た。

そこで、今回の調査地域の地質と地形の特徴、特にInselbergやPedimentの 特徴を記載

し、その形成過程および形成時代についても考察する。

また、この種の地形に関 して、既に調査が行なわれている地域、すなわち北西方内陸のUg

andaやKenya南 部のVoi周 辺、南東方でイソド洋にのぞむMozambigueで の研究例 と

の比較をおこない、本地域の位置づけを明らかにす ることにつとめた。

なお、調査と報告に当っては、筆者がこれまで進めてきた一一連の気候地形学的視点、および

花崩岩地域を中心 とした組織地形学的視点2)～7)と、関連する文献8)～12)をふまえつつまとめ論 じ

てい くことにする。

2.地 域の概観

今回の調 査地域 は、図一1で 示 す13)ように、Kenya北 部 の東経37度 、 北緯1度30分 で 赤道

のわず か北部 に位置 して い る。 また隣 国 のSomalia海 岸 か ら600km程 内 陸 に入 った海抜1300

～2300mの 南 北性の高原状 の乾燥地域 であ る。

高原 の西 側 は 、海 抜300m程 のRiftValleyの 低 地 帯 に 限 られ て お り、 一 方 東 側 は 、

Somalia海 岸 へ 向けて低 下 してい く海抜900～1100m程 のKorantePlainsと 接 してい る。

調査地域 の高原地域 を5万 分の1地 形 図、お よび空中写 真14)で詳 細にな がめてみ ると、高原

上 には海 抜1800～2200mとElBartaPlainsと 称 され る1300～1500mに 侵 食 小起伏平坦 面 が

認め られ る。

そ こで、以下900～1100mのKorantePlainsを 低 位面 、1300～1500mのElBaltaPlains

を 中位面。1800～2200m面 を 高位面 と呼 ぶ ことにす る。

この地域で は、高位 面が南部か ら東部 さ らには北部 と、中位面 をと りか こむ ように分布 して
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Fig.1;TheSurveyAreaandGeologyofKenya

図一1:ケ ニアの地質と調査地域

い る。 しかも高原地域は後述す るように地形 面 が全体 と してやや西側 に向って傾斜 してい る。

このため 、調査地域付近 の水系で はほぼ全域 がRiftValleyに 向 げて流下 して い くBaragoi

川 の 上流域 となっている。

また、それぞれの侵食小起伏平坦面上 に、大小のInselbergを 発達 させてい ることもわかっ
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た。

高原一帯を構成する岩石は先カソブリア系の花崩岩類である15)。

地質構造は、西側 に位置するRiftValleyの 影響を受けて、高原上にもかな り複雑な様相

を表わ して くるのではと予想 していたが、高原面 とRiftValleyの 間には幅25kmの 斜面域が

あり、それが緩衝帯の役割を果 しているようで、高原面上は単調で変化の少ない小起伏平坦面

となっているのが特徴的である。

次に、地表部の地形形成営力に大きな影響をおよぼす気象条件について、その特徴を見てお

こう。

Kenyaの 国土は、ほぼ五角形の塊状にまとまっており、その中央部を赤道が通過するため、

全体が熱帯気候に属 している。 しかしながら、国内の気候は地域的な変化に富む。赤道直下に

位置 しながらMt.Kenyaは アフリカ第2の 高山で海抜5200mで あるため、山頂付近は氷雪

におおわれる。

イソド洋にのぞむ東南部のMombasaやMalindi付 近では、降雨も多 く年中蒸 し暑い熱帯

湿潤気候である。

これに対 し、今回の調査地域の位置する中央部から北部にかけては、内陸で熱帯の乾燥地域

にあたっている。

首都のNairobiは 、海抜2400mを 有す る山地の東斜面のうち、1800～1500mに かけて位置

しているため乾燥地域の中にありながらも、雨量が適度にあ り、気温 も緯度の割 には低い。ま

さに温和な山間の人口110万 人を擁する大都市を形成 している。

以上の状況を具体的に把握するために、主要地域の気象グラフ16)をかかげておいた(図 一2)。
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Fig.2;ACIymateGraphoftheStudyRegion

Thelocationsof④ ～⑪areShouninFig1.

図 一2.主 要 地 域 の気 象 グ ラフ

④ ～⑥ の 位 置 は 図1の 中 に示 した。

⑪

VO1

502mm

⑪

Mombasa
1221mm

残 念 なが ら調査地 のデー ターは得 られ なかったが、降雨量は基本 的には、海 岸 よ り内陸 に向か

う程少 な くな り乾燥度 を増 してい く状況 を示 してい る。

調 査地 は、年 間雨量599mmのRumurutiと 年 間雨量162mmのLodwarと の 中間 に位置 して

い ることか ら、年 間雨量 も大体300～400mm位 の熱 帯乾燥 サバナ地域 と推測 され る。

3.lnselbergの 分 布 と形 態

調査地域周辺 には、大 小のInselberg地 形 が多数 分布 してい る。 ここでは、Inselbergの

最 大の特徴がその形態 にあることか ら、典型的な6例 を選 び、詳細 に状況 を示 すため、それぞ
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れの地形 図 と写 真(一 部空 中写真)を 掲載 し、説 明を加 えてい くことに した。

④例:KawabHill・NalingawaiHill

調 査 地 域 では、最大 規模 で しか も最 高 ピー クを有す るInselbergで あ る。地 形図 で示 す よ

うに、Baragoi川 最 上流域右 岸北 方に位置す るInselbergで 、 そ の規模 は南北8km・ 東 西5

kmで 、 その東北 部 にKawabHill(1980m)、 西 南部 にNalingawaiHill(1720m)が 位 置 し

ている。

METRES10000123
4KILOMETRES

Fig.3;TopographicMapofKawabandNalingawaiHills

図一3.KawabHill・NalingawaiHillの 地形 図

山 域 は か な り 開 析 が 進 ん で い る も の の 、 標 高1700～1800mに か け て 小 起 伏 面 を 有 し て い る 。

山 麓 は 西 側 が や や 高 く1440m、 東 側 が1340mの 等 高 線 付 近 に 傾 斜 変 換 点 ニ ッ ク ポ イ ソ ト
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(KnickPoint)が あ り、 これ を境 に山体側 が急斜 、山麓側 が緩斜(6～2度)す る明瞭 な

Pediment斜 面 形 を発達 させてい る。

ところで、 このInselbergは 山体 規模 が大 き く、KnickPointか らの比 高 も400～500mあ

るため、開析の進む 山体 内斜面 の うち、集水域 を広 げて いる部分 には、流水 による谷が形成 さ

れてい る。 この ことは、Inselbergの 形 成期 と現在 の気候環境 の相異 を示 す もの と して重要 な

ことと考 えられ る。

⑧例:KotikalHil1

調 査 地域で は、 中規模 のInselbergで 南 北幅5km、 最 高地 は海抜1820mで ④ の例 より100m

程 低 いが、1700～1800m付 近 に細長 い小起伏面 を発達 させて い る。

Fig.4;TopographicMapofKotikalHill

図一4.KotikalHillの 地形図

全体 に斜面集 水域 が小 さいため 、山麓 よ り流下す る谷 もPediment緩 斜 面上で消滅 す る末

無川状 の ものや、逆 に緩傾斜面 上か らガ リ(gully)を 形 成流下 しだ してい る谷 も見 られるが、

全体 と して は谷 によ る水 蝕 が無 いため、 この地域 で は最 も形態 の整 った典 型的 なInselberg

の例 で もあ る。

ところで この地域の北東部 には、地形 図 に示す よ うに さらに1段 階低 い侵蝕面、すなわ ち低

位面 が発達 して きてお り、そ の先端 が中位 ・高位両 小起 伏平坦面 へ と盛 んに攻撃 して きてい る

状 況がわか る。
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◎例:NkoricheHill

小 規 模 なInselbergの 例 で、 南北幅2km・ 東 西幅1km程 で あ る。 その頂 は1527m、knick

Pointは1380m位 で あ る。

小規模 では あるが、KnickPointは 明 瞭で、Pediment緩 斜 面上 を流下 す る谷 も北流す る1

谷 のみであ る。写真 で示 す よ うに山体 は、裸岩 と岩塊 でおおわれ、山麓に も岩塊 の転石 が多い
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Fig.5;TopographicMapofBaragoiandNkoricheHills

図 一5.BaragoiとNkoricheHil1の 地 形 図
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のに対 し、KnickPointを 境 にPediment緩 斜面 に移行するとそれ らもまった く無 くなる。

しかもその変化がきわめて鮮やかなのが、傾斜の変化とともにInselbergの 地表景を特徴づけ

ている。

それは、転石 として落下 した地点からの運搬営力を欠 くためと、乾燥 と高温による機械的風

化作用による岩塊 ・岩片の細分化が速 く、分解後は布状流や風蝕によって運び去られて しまう

ため、 このような明瞭な地表景の差を生 じるものと思われる。

⑪例:解 体末期の無名の小丘

この例は、Baragoi川 の左岸で、すでにInselberg解 体末期の例である。Inselbergの 幅

はすでに長辺で100～150m位 に縮小、1360mの 明瞭なKnickPointか らの比高も20～30mま

でに低下 している。

このため、写真で良 くわかるように山体全体が、あたかも岩塊群を積み上げたかのような形

態を呈 している。
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Fig.6;TopographicMapofSmallHillsintheFinalStageofErosion

図一6.解 体末期小丘の地形図(矢 印部)

しか し、 この よ うな状態 に まで解体 して しまった状況下で もKnickPointを 境 とす る地形

の傾斜 や岩塊 の有無の状況 は、規模 の大 きい④～⑥例 と変 わ らないのであ る。そ して 、いずれ

次 の段 階には、現在見 られ る岩塊 群 も分解 されて しまい周囲同様 の平坦面 、す なわ ちPedipla

inと 化 してい くので ある。

⑪例:2300mピ ー ク面

さて、次 に高位 の平坦面上 の例 を見て お こう。地形 図で示 す よ うに、2300mの ピー クが載 る

小起伏 平坦 面 は2200mの 高 度 にあ る。 その下方 に も1800～1900mの 小 起伏面 が付着 してい る。

すなわ ち、調査地域 の高位面上 には、2段 の小起 伏面が あ り、 この うち2200m面 上 にCap

状 に残 丘 と思 われ る小起伏 を載 せてい る。 なお、1800～1900mの 小起 伏面 は前記④例 のInsel

bergの 頂 きにあ る小起 伏面 とほぼ高度 が一致 してい ることに も注 目したい。KnickPointは 、

ほぼ1600mの 等 高線上 にあ る。
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Fig.7:TopographicMapoftheHighestMountainandLesirikanHil1

図 一7.LesirikanHillと2320m最 高 地 の 地 形 図

⑪ 例:Mt・Poro

こ こ は 、 調 査 地 南 方100kmで 、Maralal地 方 の 最 高 峰Mt.Poro(2582m)が 位 置 し て い る。

地 形 図 ・写 真 で 示 す よ うに 、 先 カ ソ ブ リア 系 の 花 崩 片 麻 岩 か ら な る 山 頂 は 、 全 体 に 丸 味 を お び

た残丘の形状を している。 β
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ところで周囲の状況は、標高が高 く雲を集めやすいためか、植生も多 く、樹木も見 られるし、

風化土層もPediment斜 面でも1～2m位 はあ りかなり厚い。

そ して、風化土層の下限、すなわち基盤の直上には石英質の直径5～20cm位 の角礫が集積 し

たStonelineが 美事に発達 していた。写真で示すように、基盤をなす花闇片麻岩中には、風

化に強い石英質の脈岩が入っているのがよく目につ く。石英の部分は、周囲の部分よりはるか

に緻密で硬 く風化作用による分解に強いため、周囲が風化 し、土壌化 しても石英岩塊や岩片と

して残 る。

さて、Stonelineの 成因については、a)、 風化土がPediment斜 面を移動中、石英塊が重

力的に沈下 し、最下部に沈積 したもの。b)、 その地での石英脈等硬岩部の風化残留物。c)、 土

中生物の撹乱により未風化物が沈積 したもの、等の説がある。17)18)

しか し筆者は、この地以外で数ケ所観察 した例からも、上記a)に 基因するものと考えたい。

以上の例から、特徴や共通点を整理 してお く。

① まず、Inselberg④ ～⑪例は、規模大から小の順 に取 りあげてきたが、共通点はそのKn

ickPointの 高度、すなわち各Inselbergが 位置す る地形面の高度が同 じであること。こ

のことから、それぞれのInselbergは 、同一地形面(こ こでは中位面)を 基準として徐々

に解体低下 してきたものであり、規模の大→小の順は、解体の進展段階を示 しているものと

考える。

規模最大の④のInselbergの ピークには小起伏面が認められ、同様の高度 と小起伏面を

有するInselbergは 他に北東部 にも分布 している。 また この高度が、高位の平坦面を有す

る⑧例の肩に現われる小起伏面とほぼ同高度となることも注 目される。

また、⑪の例から予測 したように、解体が終了すれば周囲同様の平坦 なPeneplainと な

るのである。

② 次に、Inselbergの 規模 の大小にかかわ らず、KnickPointを 境とす る地形の状況は、

基本的には傾斜の程度が同 じであること。また地表の状況、特にKnickPointよ り山体側

には岩塊が ゴロゴロと斜面をおおっているのに対 し、Pediment緩 斜面側 には岩塊が見当ら

ない、その景観の変化がきわめて明瞭であること。

③ さらに、大規模な④例 と小規模の⑥例で、Inselbergの 傾斜 と解体状況を比較 してみるた

め、Inselberg周 囲の水系の発達を調べてみた。その結果、⑥の例には現成の水系とのかか

わりが無いのに対 し、④例の場合は、Inselbergの 侵食がかな り進みつつあ り、河成谷 ・河

成斜面 も多 く見 られ、それ らは中位面を解体 しているBaragai川 へと接続 している。

しか し、④のInselbdrg全 体 としては、谷をもたないPediment斜 面である。この こと

から、④のInselberg形 成期には、現在 よりはるかに乾燥 した環境であったことが想定 さ

れる。

④ 高位面上に位置する⑪ ・⑥例は、全体に丸味をおびた残丘(monadnock)の 形状を して

いる。㊦の例では斜面の土壌化 も進み、岩塊の量 も中位面の起伏部よりはるかに少ない。風

化土層が厚 く堆積 しているところにはStonelineも 見 られる。観察地点が少ないので詳細

な比較はで きないが、中位面と高位面での微地形の差は大 きいようである。

4.地 史への位置づけ

調査地域が、前記 したように南北性の高原地帯であることを考慮 して、南北方向のみを圧縮

する形で、地形の投影断面図を作成 してみた(図 一9)。
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Fig.9:ATopographicProfile(byH.Ikeda)

図一9.地 形投影断面図(池 田碩図)

その結果 も、侵食平坦面は、大 きく上位から海抜1800～2200m面 、1300～1500m面 、900～

1100m面 の3面 に分けられ、それぞれが前述 して きた高位平坦面、中位平坦面、低位平坦面に

相当していることがはっきりしてきた。

この うち低位の平坦面は、東北方か ら調査地域の中 ・高位平坦面へとくい込んできている。

その状況から河川による侵食作用が中位の平坦面 より強 く関与 していることが予想される。

すなわち、この平坦面の中央には北東流す るSachati川 があ り、その支流群が樹枝状に高・

中位平坦面を攻撃 している。その部分は、周囲ののっぺ りと したPediment斜 面 とはきわめ

て対称的な鋭い侵食状況を呈 している。 この低位の平坦面は、東方へ(Somalia海 岸へ)向

うに従って低下 していく。

調査地域における最 も広域的な地形面は、中位の平坦面である。 しかも中位平坦面を基底 と

して多 くのInselbergが 分布 していることが地形 の投影断面図か ら指摘できた。すなわち、

大中小すべての規模 のInselberg共 、基底部がこの平坦面上に位置す ることから、Inselberg

も中位面の形成時に出現 したものと考えられること。 さらに、規模の大きいInselbergの 頂

部はほぼ同じ高度であ り、 しか もその頂部域には小起伏面が存在 している。そして、その高度

が高位平坦面の高度に一値する……等がわかってきた。

では、高位の平坦面はどの様な分布を しているのだろうか。周辺地域の地形図 ・地勢図をた

どってみるとその最大の特徴は、中位の平坦面の南側から、東側、 さらに北西側へとあたかも

調査地域の中位の平坦面を取 り囲むような分布状況を呈 していることである。 しかも両者の境

には、両者をへだてるような河谷や断層はな く、急崖斜面からKnickPointを はさんでPe

diment緩 斜面を発達 させている。

このことは、かつて全域を高位面がおおっていた ことを意味 しており、高位面の解体の進展、

すなわち新 しい侵食平坦面 ・ここでは中位の侵食平坦面の形成 とその拡大をたどる過程で、新

しい侵食面中に若干侵食 に取 り残 された部分が、現在見られ るInselbergな のであることが

わかった。

なお、調査地域から西方へは、海抜300m程 のRiftValleyの 底へとBaragoi川 が流下 し

ている。すなわち、南北性の高原地域の東側に高位平坦面があること。さらにこの地域では、

地形の投影断面図で示 したように、この地域を支配する中位の平坦面が若干西側へ傾斜 してい

ることもあ り、この地域の地形面のほぼ8割 の面積が西方へと流下するBaragoi川 の流域と

なっている。

しか し、降水量がきわめて少なく、乾燥地域であることと、RiftValleyの 底 とは高度の大
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きいKnickPointが あるため、下流からの影響がおよんでいない。すなわちBaragoi川 は

中位の平坦面上を布状的に集水 しているにす ぎない。 このため、高原域の西端近 くの街、Bar

agoi付 近で平坦面 と河床との高度差は100m以 内である。 これは最上流域からすると20kmで10

0mの 侵食、すなわち200分 の1位 の侵食量にすぎない。 このため、前記 したようにInselberg

群にも、最大規模で開析の進む④例以外にはBaragoi河 による侵食はおよんでいない。

では次に、これ らの侵食平坦面やInselbergの 形成期を考えてみよう。そこで、まず既成

の周辺地域での研究結果 と合せてみた。
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Fig.10:ATypicalProfileofanErodedSurfaceinUganda

図 一10.ウ ガ ソ ダ に お け る侵 食 面 の模 式 断面 図21)
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図 一11.モ ザ ソ ピー クに お け る侵 食 面 の 模 式 断 面 図 雑)
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図 一12.ケ ニ ア南 部 にお け る侵 食 面 の模 式 断 面 図器)
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Fig.13:ATypica1ProfileofanErodedSurfaceintheSurveyArea(byH.Ikeda)

図一13.調 査地域における侵食面の模式断面図(池 田碩図)

ア フ リカ南部全域 に分布す る侵食 面 につ いは、L.C.King等 に よって、Gondwana面 ・

African面 ・海岸面(ザ イール面)に 分 け られてい る19)。この分類 は、 ア フ リカの他 の地域 に

おけ る侵食面の基準 と して も広 く利用 されてい る。 た とえば、今 回の調査 地 の北東方 のRift

Valleyを は さん で内陸 のUganda側 で のC.D.Ollier20)やJ.M.Pritchard21)の 報 告(図

一10)。 南 西方 のイ ソ ド洋 に面す るMozambigueで のA .Holmes)に よ る報告(図 一11)。

さ らにKenyaの 南 西部 ではVoi周 辺 地域 につ いて のToya・Kadomura・Tamura・Hori23)

に よ る報告(図 一12)が あ る。

そ こで 、 これ らの研 究成果 を今 回 の調 査地 域 の状 況 と比較 してみ ると、 高位 の平坦 面 が

Cretaceasに 形 成 され たGondwanaSurfaceに 、 中位 の平 坦面 がMioceneに 形 成 された

AfricanSurfaceに 、 低 位 の平坦 面 がEnd-Tertiary以 降 に形成 されたZaire(こ こ で は

Somalia)Surfaceに 相 当す る もの と考 えた。

そ して 、今 回の調査地域 はKenya南 部 のVoi付 近 のInselberg群 の発達す る侵食 平坦面

よ り、1ラ ソク古 くて高位 の地 域 に当 って いる もの と考 えた。

5.さ いごに

今 回、Kenya北 部 の先 カ ソブ リア系 の花 嵩片麻岩 か らな る高原地 域で、多 くの典型 的なIn

selberg群 が 発達す る地域 の地 形 ・地質 の調査 を お こな った。 特 にInselberg地 形 の特 徴 と

形成過程 について考察 した。 さらにInselbergと 高 原面 との関係 か ら、高原面 の位置 づけ と、

Inselbergや 高 原面の形成時代 について考察 した。

その結果 、次の ことが 明 らかとなった。

1)調 査 地域 の地 形面は、地形投影断面 図を作 成 してみ ると、大 き く1800～2200mの 高 位 ・13

00～1500mの 中位 ・900～1100mの 低 位の3面 の小起伏平坦 面に分類で きる こと。

そ して、調査地域 に分布す る多 くの典型的 なInselbergはEIBaltaPlaineと 称 され る

中位の小起伏平坦面上 に位置 してい る。

また大規模 なInselbergの 山頂 部 に も、小起伏平坦 面 をわずか に保存 して い る。 しか も

その高度は、高位 の平坦面 の高 さと一値 してい ることがわかった。

2)こ れ らの ことか ら、中位 の小起伏平坦面 上 に位 置す る多 くのInselbergは 、 高位面 が解

体 し、中位 面 が形成 されて い く過程 で、硬岩部 やJoint間 隔 の粗 な部分 が差別侵食 を受 け

た結果取 り残 され た もの、すなわち残 丘性のMonadnockで あ ること。

残丘 の侵食 お よびその形態 は、水蝕 によって形成 ・後退 した もので はな く、Pediment化
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作 用 に もとずいてKnickPointの 位 置 を平行後退 させて きた。 このため、そ の典型的 な残

丘 は、 あたか も海原 に浮 かぶ 島の よ うな形状 、す なわ ちInselbergの 形 態 を示 すが 、それ

は解体 末期 まで同形態 をとる ことがわか った。

故 に、 その基盤 をなす平坦面 は、Pediment化 作 用 に よ り高位 面が後退 したPediplain

で あ ると考 えた。

3)調 査 地域の高 ・中 ・低3段 階 の小起 伏平坦面 は、既成 の周辺地域の研究成果 とつ き合せて

みた結果 、高位 の面 がCretaceasのGondwana面 、 中位 の面 がMioceneのAfrican面 、

低位 の面がEnd-Tertiary以 降 に形 成 され たSomalia面 に対比 で きるもの と考 えた。
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Summary

Theauthorconductedasurveyofthegeology-geomorphologyofapre-Cambriangranite-gneiss

PlateauofnorthernKenya,Africa,wherealargeamountoftypicallnselbergtopographyhas

developed.Inparticular,observationsweremadeofthecharacteristics,processofdevelopment,

andgeologicalageinwhichitdeveloped.Theresultsofthesurveyareasfollows

(1)Atopographicprofileofthelandformofthesurveyedplateauandvicinitywasdeveloped.

Fromthat,itwasfoundthatthestudyareaconsistsofthreestage‐levelsoflowrelief

erosionsurfaces.Thehighestis1800-200metersinelevation;thenexthighestis1300-1500

metersinelevation,andthelowestis900-100metersinelevation.Furthermore,muchof

theInselbergtopographywasfoundtoexistonthemediumelevationsurfaceonwhich

thelargestInselderghillswerefoundtoreachacommonhighelevation.

(2)ManyoftheInselberghillsonthemediumelevationsurfacewerefoundtobeeroded

downtoformthatmediumelevationplateau.However,Inselderghillscontinuetoexist

wheretherocksareparticularlyhardandjointdensityisparticularlylow,i.e.there,

weatheringproceedsslowly,resultinginmonadnocks.Thesemonadnocksdevelopfrom

thepedimentprocessratherthanbywater-causederosion.Likewise,theInselberg

topographyonthemediumelevationplateauwillcontinuetoweardownuntilfinallyit

formsapediplainsurface.

(3)Acomparisonoftheauthorssurveyresultswithreportsofsurveysofsimilartopography

inneighboringcountriesrevealsthatthehighestelevationplateauistheGondwana

surfaceintheCretaceousperiod;thenexthighestelevationsurfaceistheAfricansurface

thatdevelopedduringtheMioceneperiod;whilethelowestelevationsurfaceisthe

SomaliasurfacethatdevelopedduringtheLate-Tertiaryperiod.


